　　第２章　君、死に給ふことなかれ

　目の前に、女の子がいた。

僕は昨夜眠りについてから、いままでベッドに横になっていた。女の子はベッドの上に立って、目を覚ましたばかりの僕を見おろしている。

「？」

　僕はまだ夢を見ているのだろうか。そして、本当に目を覚ますと、そこにいるのは女の子じゃなくて強井先生とか……

「嫌過ぎる、そんなの」

　僕は首を振って、その考えを否定した。

いくら夢だからって、強井先生が、こんなかわいい女の子に見えるなんてことは絶対にない。

彼女は僕よりも二、三歳年下だろう。あどけなさが残る顔立ちに、ツインテールの髪形がよく似合っている。服はゴスロリで、フリルがたくさんついている。そして、靴はガラスのハイヒール。こんなのをはいているのはシンデレラくらいだと思っていたが、リアルでガラスの靴にお目にかかることになるとは。

でも、どうして僕の部屋に女の子が……

　考えてもわからないので、本人に訊いてみた。

「なぜ君は僕の部屋に」

　すると少女は、オウム返しに言う。

「『なぜ君は僕の部屋に』？」

　さらに彼女は続ける。

「『靴をはいたまま入ってきたのか』？」

「そうだよ。室内に靴をはいて入るなんて」

　僕は、某お笑い芸人のようにツッコミを入れる。

「欧米か！」

　ここまでノリツッコミをして、ようやく僕は、そんなことはどうでもいいということに気づいた。

「って、そうじゃなくて！」

　改めて、質問をする。

「なぜ君は僕の部屋にいる……」

　質問は途中で途切れた。

　目の前の少女が、突然ドレスを脱ぎ始めたからだ。

「露出狂か！」

　ふたたび、某お笑い芸人のようにツッコんでみた。

　が、相手はツッコミを無視し、ドレスを脱ぎ終えてしまった。

　少女の下着姿が、僕の目の前にさらされる。ピンクのブラジャー。パンツは白と緑のストライプだった。

「縞パンか！」

　僕はみたびツッコんだ。

　すると少女はツッコミを返してきた。当然ながら、下着姿のままで。

「タ○ト○か！」

　タ○ト○とは、『欧米か！』のツッコミで有名なお笑いのコンビ、タ○アンドト○の略称である。僕が三度も彼らのマネをしたから、彼女は思わずこうツッコんでしまったのだろう。

　僕はなんとなく嬉しくなった。

「あ、君もタ○ト○好き？　面白いよな、あの人たち」

　すると彼女は、照れくさそうにうつむいて頬を染めたが、次の瞬間には怒ったようにこちらをにらんできた。

「悪いけど、あなたと漫才をしているヒマはないの」

　最初にボケたのは誰だ。

　そんな僕の心中でのツッコミにかまうことなく、彼女はよくわからないことを言い出した。

「早く仕事を終わらせないと、バンブーさんに泣かれちゃうんだからっ！」

　誰だよバンブーさんって。

　僕が疑問に思っているあいだに、少女はなぜか顔を赤くした。そして、しばらく躊躇したのち、あろうことかブラジャーを脱いだのだった。

「７５のＢか！」

　僕はもはやわけがわからなくなったので、とりあえず少女のバストサイズに対してツッコミを入れた。

「乙女にスリーサイズを訊くなんて失礼よっ！」

　男の前でハダカになっておいてなにを言ってるんだ、とツッコむスキも与えず。

　少女は、僕を押し倒した。

「うわっ！」

　僕は悲鳴をあげた。『強姦か！』とかツッコむ余裕はない。

「な、ナニをする気だ！」

　僕は叫んだ。

　すると少女は、僕の耳元に顔を近づけてささやく。

「予想は、ついてるんでしょう」

　彼女はクスリと笑った。

「『ナニをする気だ』って、『ナニ』がカタカナになってるくらいだから」

　ああ、その通りだ。本当はわかってたんだ。

　だが、少女は、思いもよらないことを言った。

「でも、違うの」

「え、違うの？」

　僕は思わず訊き返した。

　すると、少女はニヤニヤと笑って、

「もしかして、期待してた？」

「あ……いや……その」

　僕は顔をそらした。

「まあいいわ。遊びはここまでにしましょう」

　遊びだったのか？　いままでのは。

「って、一度言ってみたかったのよねー。『遊びはここまでにしましょう』ってセリフ」

「言ってみたかっただけかよ！」

　僕は条件反射的にツッコミを入れてしまった。

　確かに、お約束のセリフだ。でもどっちかというと悪役のセリフで、言った奴はやられる気がするのだが。

　ようやく、話を本題に戻して、少女が言う。

「でね、ナニをするかっていうと……」

「あ、カタカナになってる」

　僕が指摘すると、彼女は焦った。

「あ、えーと、違うのよ、そんなつもりじゃないの」

　照れる姿もかわいい。

「あー、もう、言い直せばいいんでしょ」

　照れ隠しか、拗ねたように言う。

「なにをするかって言うと……」

　恥ずかしそうにしゃべるその姿に、ツンデレ属性のある僕が見とれているスキに。

「こうするのよ！」

　少女は、ブラジャーを僕の首に巻きつけてきた。

「！」

　首が絞まって、声が出ない。

　さらに少女は、ブラジャーで僕の首をきつく縛った。

　息が……できない……

　どうしてこんなことになっているのかわけがわからないが、このままでは窒息死してしまう。そして新聞の一面に、『高校生、ブラジャーで首を絞められ死亡』とかいう見出しが躍るのだ。そんな情けないことは避けたい。なんとかして、首を絞めているブラジャーを外さなければ。

　僕はブラジャーをほどこうとしたが、かたく縛られていて、ほどけそうにない。一体どうすれば……

　ピカーン！

　僕の頭の中で電球がひらめいた。ブラジャーを首から外す方法を思いついたのだ。早くしないと死んでしまうので、早速実行に移す。

　カチャ。

　僕の首を絞めていたブラジャーが、はらりとベッドの上に落ちる。なんてことはない。ブラジャーのホックを外したのだ。

「助かった……」

　僕は安堵のため息をついた。

　すると少女は、僕の肩をつかんで激しく揺すり、

「なんで、なんで死なないのよっ！」

　と怒声を浴びせてきたが、その表情はどこかほっとしたようでもあった。

「粗茶ですが」

　僕は、ブラジャーで僕を絞殺しようとした女の子に、熱いお茶の入った湯飲みを差し出した。飲み終わったら、どうしてこんなことをしたのか話してもらおう。

「……」

　少女はだまって湯飲みを受け取ると、それを床に置いた。彼女はベッドに腰掛けているので、湯飲みはその足元に置かれたことになる。

　どうして飲まないんだ？　猫舌だから、冷めるのを待っているのか？

「あ、もしかして、熱いの苦手？　冷たいジュースでも持ってこようか？」

　僕がジュースを取りにいこうとすると、少女は僕のパジャマの袖を引っ張った。

「ジュース、いらないの？」

　僕は振り向いた。

「！」

　あわてて視線をそらした。

　彼女はまだ脱いだ服を着ていなかった。身につけているのは、縞々パンツとガラスの靴、あとはツインテールの髪を束ねているリボンくらいだ。

　少女はさらに、ストライプのパンツに指をかけた。そしてベッドに腰掛けていた脚を持ち上げ、パンツを脱ぐ。

「!!」

　当然ながら、僕はさらに驚いた。いったいなんなんだ。この状況は。

　パンツを脱ぎ終えた少女は、ガラスのハイヒールも脱ぎ、さらに意味不明なことに、足の先を湯飲みに差し入れた。

「???」

　少女の奇行に僕が首をかしげていると、彼女は言った。

「狭いわね、このお風呂」

　僕はものすごい勢いでずっこけた。そのときに湯飲みを倒してしまい、お茶がこぼれてしまったが、その片付けよりもツッコミを入れるのを優先する。

「風呂じゃねぇ！　粗茶だって言っただろ！　ていうか、こんなボケをかますためだけに全裸になるなよ！」

「じゃあ、どんなボケをかますためなら全裸になっていいのよ。手本を見せてみなさいよ」

　上等じゃねぇか。

　僕の渾身のボケを見せてやる。

　僕は全裸になると、カバンの中身を確認する。

「教科書、ノート、筆記用具。忘れ物はないな」

　そしてカバンを手に持って、登校するのだ。もちろん全裸で。

「行ってきます」

　どうだ、この完璧なボケは。

　得意げに振り返る。すると、

「待ちなさいよ」

　少女は僕の腕を引っ張って、

「お弁当、忘れてるわよ」

「素晴らしい」

　こいつ、漫才をよくわかってやがる。

　僕は嬉しくなって、彼女を抱きしめた。

　そのときだった。

　部屋の扉が開いた。

「或彦、ヤシの木の育て方、ネットで調べといてちょうだい」

「とうとう母さんの観葉植物コレクションにヤシの木が加わったのか。ていうか、いい加減ネットくらい覚えろよ……」

「ていうか、或彦、どうしたのその娘！」

　ああ、そうだった。
　僕はいま、見知らぬ女の子と全裸で抱き合っている。それを母さんに目撃されてしまった。どうやって言い訳すればいいんだ。まさか漫才をやっていてこうなったなんて信じてもらえないだろうし。

　母さんは言う。

「赤飯の作り方も調べとくのよ」

　そして去っていった。

　祝う気か。ていうか、赤飯の作り方も知らなかったのか、母さんは。

「ねえ、ちょうどふたりともハダカになってることだし、ヤっちゃう？」

　僕に抱きしめられていた少女は言った。

「……っ！　なんてことを言うんだ！」

　僕はあわてて彼女から離れる。

「ヤらないよ！　もっと自分の身体を大事にしろよ！」

　すると、少女は残念そうに言う。

「なーんだ。ヤらないの、乾布摩擦」

「乾布摩擦かよ！　ていうか、今日は七月七日……」

　枕元を見る。目覚まし時計の針が、一時を指している。

「……もう日付が変わって、七月八日か。とにかく、乾布摩擦は冬にやるものだろ」

　すると、少女は口を尖らせた。

「えー、冬に乾布摩擦なんかやったら、寒いじゃない。風邪引いちゃうわよ。あんた、『自分の身体を大事にしろ』って言ったわよね。それなら乾布摩擦は夏に……」

「冬にも夏にもやらなくていい」

　いつまで漫才を続けているんだ、僕たちは。

　このままでは、話が進まない。

「ていうか……」

　僕は提案する。

「とりあえず服を着よう」

「そうね」

　少女も納得したようで、トレードマーク（かどうかは知らないが）の白と緑の縞々パンツを腕に通した。

「なんか小さいわね、この服」

「……」

　耐えろ、僕。ここでツッコんだら、また話が進まなくなるぞ。

　僕がリアクションを返さずにいると、少女は頬を膨らませた。

「……ツッコんでよ」

「……そんなことをしている場合じゃないだろ」

　ツッコミにならないよう、努めて冷静な口調で言う。

「それより聞かせてくれ……あ、服着てからでいいから」

　脱ぎ散らかされていたドレスやらブラジャーやらを押し付け、自分も服を着る。

　衣服の装着がふたりとも完了したところで、あらためて尋ねた。

「なぜ、僕を殺そうとした？」

　すると少女は言う。

「そうね。気になるわよね。いきなり殺されそうになったんだから」

　ところが、彼女は、

「十回回ってホーホケキョと鳴いたら、教えてあげるわ」

　理不尽な要求をしてきた。

　なぜ僕がそんなことを、などとツッコミを入れたら最後、また漫才に突入してしまう。ここは従うしかない。

　僕はその場で十回回って、

「ホーホケキョ」

　目が回る。僕はへなへなと、床に座りこんだ。部屋が傾いて回転しているように見える。気分が悪い。

　少女はあきれたように言う。

「ここはツッコむところだったんだけど……まあいいわ。パンダ堂って知ってるわよね」

「パンダ堂を知らない奴は、日本人じゃない」

　僕は答える。

　七夕といえばパンダ堂。パンダ堂といえば七夕。七夕に使う笹も短冊もこよりも、みんなパンダ堂が作っている。そしてパンダ堂以外に、そんな七夕グッズを作っている会社は、日本にはない。

「そうよね」

　少女も満足そうにうなずく。そして、

「でもね」

　彼女は愛らしいふたつの瞳で、僕の目の奥を覗き込むように見つめてくる。

「どうして七夕に願いが叶うのか、知ってる？」

　秘密組織ダブルセブン。

　少女の口からその言葉を聞いたとき、僕は口をぽかーんと開けて固まった。

「ダブルセブン？　秘密組織？」

　僕が聞き返すと、彼女はうなずき、説明を続けた。

「そう。『ダブルセブン』は、パンダ堂お抱えの秘密組織。そのメンバーが、七夕の夜に人々が短冊に書いた願いを叶えて回っているのよ」

　そうだったのか。願いが叶うのはそういう仕組みだったのか。

「知らなかった……」

「そりゃあ、秘密組織だから」

　少女はあっさりと言う。

　ん、待てよ、僕は『死にたい』と書いた短冊を吊るした。そして、この娘が僕を殺しに来たってことは……

　僕は少女を指さして、

「ということは、君は……」

「今ごろ気づいたの？」

　彼女は肩をすくめた。

「そうよ。ヒメカは、『ダブルセブン』のメンバーなの」

　名刺を差し出してくる。

『秘密組織ダブルセブン　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おりべ),織部)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひめか),姫華)　コードネーム……オリーブ』

　秘密組織なのに、名刺があるのかよ。しかも本名が書いてあるんじゃ、コードネームの意味がないぞ。

　とりあえず、相手が名刺をくれたからには、こちらも自己紹介をするのが礼儀だろう。

「僕は、星瓦或彦」

　すると少女――姫華は、ぱたぱたと手を振って、

「あー、知ってるから」

　一枚の紙を見せてきた。

『指令書　星瓦或彦が短冊に書いた願い『死にたい』を叶えてくること。期限は来年の七夕まで』

　指令書には、僕の顔写真が貼られていた。パンダ堂のような大企業にとっては、この程度の個人情報は簡単に手に入るのだろう。プライバシーもなにもあったもんじゃない世の中だ。

　姫華は言った。

「でも、アリ彦」

　「或」だけカタカナにされるとなんとなくバカにされているような気がする。

「殺そうとしたとき、抵抗したわよね。もしかして、まだこの世に未練があるとか？」

「未練ねぇ……」

　僕はしみじみと言った。

「そりゃあ、未練がないといえば嘘になる。デスティニーロボのプラモとかまだ組み立ててないし……でも、この世にはもう、僕の居場所はないんだ。どこにいても、あいつが追いかけてくる」

　僕は、とある誤解からマッチョマンにストーキングされていることを語った。

　少女はしみじみとうなずいて、

「それはそれは。まさにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(バラ),薔薇)色の人生ね」

「誰がうまいこと言えと」

　また漫才が始まるのか。僕はさすがにうんざりしかけたが、姫華は僕の予想に反して、真剣な瞳でこちらを見つめてきた。

　あどけなさの中にも妖艶さが感じられる表情だ。顔を近づけられてドキリとしている僕に、彼女は言った。

「この世界に居場所がないというのなら、裏の世界に来ない？」

　裏の世界。

　そこでなら、この世界の人々から離れて生活できる。

　そして、『ダブルセブン』こそ、一般人には知られていない、まさに裏の世界であると、姫華は言う。

「そういうわけで、アリ彦、ヒメカと一緒に来て、『ダブルセブン』のメンバーになりなさい」

　有無を言わさぬ口調だ。さらには、

「アリ彦には『ダブルセブン』のことを知られてしまったから、拒否するのなら口を封じるしかないの」

　首を切るジェスチャーをする。

　知られてしまったというか、お前がベラベラと喋ったんだろう。こんな口の軽い奴がメンバーにいて、よくいままで『ダブルセブン』は存在を隠し通せているな。

　こんな小娘に僕が殺されるとも思えないが、この世界にいたら強井先生に殺される。精神的に。

『ダブルセブン』で第二の人生を送る以外、僕に道は残されていないようだ。

　だが、気になることがある。

「でも、朝になると星瓦或彦は部屋から消えていました、なんてことになったら、大騒ぎになるんじゃないか」

　とくに、強井先生が大騒ぎするだろう。地の果てまでも僕を追いかけてくるに違いない。『ダブルセブン』くらいなら探し当ててしまうかもしれない。

　ところが、姫華は、ちっちっ、と指を動かした。

「その点は安心だよワトソン君」

「誰がワトソン君だ」

　反射的にツッコむと、姫華は、

「シャーロック・ホームズの助手」

　真面目に答えやがるところがむしろ不真面目だ。

「そうじゃなくて」

「わかってるって」

　姫華は、部屋の窓の外――この部屋は二階にあり、窓から屋根の上に出ることができるのだ――の屋根に置いておいたのであろう、大きなカバンを室内に引っ張りこんだ。

「こんなこともあろうかと、用意しといたのよ」

　カバンを開けると、出てきたのは人間の死体。

「うわっ！」

　僕は思わず飛びのいた。

　すると姫華は手を振って笑う。

「だいじょうぶ、作り物だから」

　おそるおそる、覗き込むようにその死体を見る。首にロープで絞められたような跡がある。ロープじゃなくて、ブラジャーかもしれないが。

まるで本物みたいだ。もっとも、僕は本物の死体をこんなに近くで観察したことはないから、これが本物かどうかはわからない。

「これを置いていけば、アリ彦は死んだってことになるでしょ？」

　あ、本当だ。よく見ると、死体の顔は僕そっくりだ。

「これ用意するのに苦労したのよね。三時間かかったわ」

　三時間でどうやって、こんな精巧な死体を作るんだ。

「アリ彦のそっくりさんを見つけて、殺せばいいんだけど、なかなかいないのよね、これが」

　なんかとてつもなく物騒なことを言わなかったか、いま。

「冗談よ」

　まあ、そういうことにしておこう。

「でもさぁ」

　僕は尋ねた。

「こんなの作るヒマがあるのなら、僕を殺す準備をもっとちゃんとすればよかったんじゃないのか？」

　すると姫華は照れくさそうに言う。

「いや、でもさすがに人を殺すってのは……」

　そこで、なぜかさらに恥ずかしそうに、

「あ、えーと、殺すってのは気がおける、気がおけない、どっちが正しいんだったかしら、この場合」

　わたわたと手を振り、

「べ、別に忘れたわけじゃないんだからねっ！　ただ、ど忘れしたっていうか、なんていうか……」

　拗ねたようにそっぽを向く。そんな仕草もまたかわいい。

　けれど、

「どっちも違う」

　僕が言うと、

「え、なによ、そんなの、卑怯よ！　アリ彦のバカ！」

　姫華は泣きながら、僕の胸をポカポカと叩いてきた。

　僕が間違った選択肢ばかり提示したのならともかく、勝手に間違えておいて卑怯もなにもないだろう。

　ちなみに正しくは、気が引ける。

　姫華は僕のパジャマで涙を拭くと、照れ隠しのように、

「さあ、行くわよ」

　作り物の死体をベッドの上に乱暴に投げ捨て、僕を引っ張って窓から連れ出した。

　摩天楼。

　姫華に連れてこられた建物を形容するには、この言葉が最もふさわしいだろう。

　株式会社パンダ堂、その本社ビルである。

「こっちよ」

　姫華に先導され、ビルの中に入る。

「ついてきて」

　姫華は慣れた足取りで廊下をしばらく進むと、エレベーターに乗り込んだ。僕もそれに続く。

　エレベーターの中には、当然ながら数字の書かれたボタンが並んでいる。行きたい階のを押せば、そのフロアに行くことができる。

　そんなボタンの中に、いかにもそれっぽいのがあった。

『Ｂ１００』

　Ｂ１、Ｂ２のボタンはあるが、Ｂ３からＢ９９はなく、いきなりＢ１００ときた。地下百階だ。『ダブルセブン』のオフィスは秘密組織らしく地下深くにあるようだ。

「これだな」

　僕は『Ｂ１００』のボタンへと手を伸ばす。すると……

　ぐぼっ。

　僕の眼球に姫華の指がめりこんだ。

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いて),痛)っ！　なにするんだよ！」

　僕は激痛にのたうち回りつつ、抗議の声をあげた。

　すると姫華は、腰に手をあてて、痛みのあまり床を転げ回っている僕を見下ろして言った。

「これは、罠。押してたら、毒ガスが噴き出してきてアリ彦もヒメカも死ぬところだったのよ」

　恐ろしいエレベーターだな。

「急がば回れ、ってことよ。って言っても、そうやって地べたを転がり回れってことじゃないのよ」

　僕のみぞおちに、ガラスのハイヒールが叩き込まれた。僕が倒れて動かなくなると、姫華は『５０』と書かれたボタンを押す。

　すると、ウイィーンとエレベーターが上昇し、やがてガシャンと止まった。
『五十階でございます』

　アナウンスとともに、エレベーターの扉が開く。同時に、姫華が僕の顔を蹴ってきた。

「行くわよ。起きなさい」

　僕はよろよろと立ち上がり、姫華についていく。

　やがて、僕たちは『社長室』の表札がある部屋の前にたどりついた。姫華がドアをノックすると、渋い声で返事があった。

「入りたまえ」

　さすが社長、「入りたまえ」なんてリアルで聞いたのは初めてだ。

　社長室の中はとてもゴージャスな感じだった。社長とおぼしき初老の男は毛皮のコートを着て、ふかふかの大きなソファーに座り、高級そうなワインを嗜んでいる。壁際には黄金色に輝く浴槽があり、ライオンの顔面がお湯を吐き出している。反対側には天蓋つきのベッド。床には真っ赤な絨毯。天井にはシャンデリア。

　社長室ってレベルじゃねーぞ。

　姫華は慣れているのか、そんな異様な光景に臆することなく、壁に掛けられたタペストリーに向かって歩いてゆく。

　読めたぞ。このタペストリーの裏に、隠し通路があるんだ。まさか、タペストリーをめくったとたん矢が飛び出してくるなんてことはないよな。

　白魚のような姫華の指がタペストリーをめくると、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(トラップ),罠)が作動した。

　ゴーン。

　僕の頭上から、大きな金ダライが降ってきたのだ。

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いて),痛)ぇ……」

　頭をさすっていると、姫華が言った。

「あ、そこにいると危ないわよ。タライが落ちてくるから」

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おせ),遅)ぇよ！　っていうかまた罠かよ」

　僕がうんざりしていると、姫華は僕の手をとり、タペストリーのところまで引っ張った。

「罠もあるけど、ちゃんと隠し通路もあるの」

　見ると、たしかにタペストリーの後ろには通路があった。

「でも、あんなくだらない罠じゃあ人は死なないぞ。いったいなんのために」

　僕が疑問を口にすると、姫華はしれっと言う。

「社長の趣味」

　僕が振り返ると、ナイスミドルがぺろっと舌を出した。

「てへっ☆」

似合わねーよ。

　ぬめぬめと湿った床を、僕と姫華は歩いてゆく。

　壁や天井にはヒカリゴケが点在し、照明の役割を果たしている。

「ていうか」

　僕はあきれて言った。

「なんなんだ、この本格的な洞窟は」

　日本を代表する大企業パンダ堂の本社ビルに、こんなＲＰＧみたいな洞窟があるなんて、誰が予想できただろうか。

　僕とは対照的に姫華は楽しそうだ。

「すごいでしょ。これも社長の趣味なの」

　あのおっさんも、いい歳して、こんなものをわざわざ会社に作らせるとは、たいしたもんだ。

　人は見かけによらない、ということわざを思い出しながら歩いていると、道が行き止まりになってしまった。姫華も足を止めている。

「姫華、道を間違えたんじゃないのか」

　僕が尋ねると、姫華は僕の髪の毛を引っ張った。そしてもう片方の手で下を指差し、

「間違えてなんかいないわよ。ほら、ちゃんと道があるでしょ」

　姫華の細い指が示した先は、どう贔屓目に見ても、道というよりも穴と呼んだほうがいいようなシロモノだった。ほぼ垂直に、真下に向かって延びている。壁に、梯子状の足場がついており、これを使えばどうにか降りられるだろうが、もし足を踏み外したら、奈落の底へ真っ逆さま。二度と生きては帰れないだろう。

　姫華は腰に手をあてて言う。

「この先に『ダブルセブン』の本拠地があるのよ。地下100階に」

「結局地下100階かよ！」

　僕はうんざりした。

ここは地上50階だ。地下100階まで降りるとなると、この危険な縦穴を何百メートルも降下しなければならないだろう。思わず足がすくむ。

「姫華。お前先に行けよ。慣れてるだろう」

　だが、彼女もまた、ガクガクブルブルと震えていた。

「何度やっても怖いものは怖いのよ。アリ彦が先に行きなさいよ。それに続いてヒメカが降りれば、アリ彦にはパンツが見えるっていう特典がついてくるわ」

「僕たちは一度ハダカで抱き合った仲だぞ。いまさらパンツが見えるとか言われても」

　思い出したのか、姫華は顔を赤くして、それから、

「じゃあ、一緒に降りましょう」

　と提案した。

　深い穴　ふたりで降りれば　こわくない

　即席で思いついた標語だ。
　だが、現実は標語のようにはいかない。狭い足場をふたり同時に降りていくのは、ひとりずつ降りるよりもはるかに危険である。

　だが、僕と姫華は恐怖のあまり、そんな簡単なことにも気づかなかった。

　そしていま、僕たちはそれぞれ片手で梯子状の足場をつかみ、もう片方の手で相手を抱きしめながら一緒に降りているのだ。当然ながらふたりの身体は密着する。僕の身長は高三男子としてはかなり低く、姫華と同じくらいだ。だから姫華の愛らしい顔が僕の目の前にある。さらに、ふくらみはじめた姫華の胸が、僕の身体に当たっていて、僕はいまとてもどきどきしている。

「ちょっと、アリ彦、押さないでよ」

「オマエモナー」

　こんなふうに会話をすれば、お互いの顔に息がかかるくらいの距離だ。僕はもうどうにかなってしまいそうだ。

「アリ彦、顔が赤いわよ」

　ああ、だから喋ると息がかかるから、やめろ。

　でも、そういう姫華の表情にも、うっすらと赤みが差している。そこで僕は言ってやった。

「オマエモナー」

　と。

　すると姫華は、赤くなっていた顔をさらに赤くした。

「そ、そんなわけないでしょ！　どうしてヒメカが、アリ彦みたいな背が低くて、部屋にプラモデルばっかり飾ってるような男と抱き合いながら隠し通路を降りて顔を赤くしなきゃいけないのよ！」

　姫華は僕の胸をぽかぽかと殴ってきた。

「うわ、やめろって、ていうか、手を離すと危ないぞ」

「え？」

　言われてやっと、自分が両足だけで心もとない足場の上に立っているのに気づいたようで、

「きゃ、いや、怖い、ああぁーっ！」

　慌てふためいた姫華は、その場でスキップをするような感じで飛び跳ね、足を踏み外した。

「危ない！」

　とっさに僕が右手を伸ばし、姫華の手をつかんだ。

「あっ……」

　姫華は恥ずかしそうにこちらを見上げる。そして足場に両手両足を掛け、そのまま降りていけばいいものをわざわざ僕のところまで登ってきた。

「助けてくれて、ありがとう」

　姫華は、小声で恥ずかしそうに言い、

「もう、離さないから」

　両腕で僕を抱きしめてきた。そして宣言通り、手を離すことはなかった。

　その体勢のまま数百メートルの縦穴を降下するのは、色々な意味で大変だった。

「紹介したい人がいるの」

　姫華はそう言って、僕を扉の前へ案内した。そして告げた。

「ここが、バンブーさんのお部屋」

　なるほど、たしかに『ＢＡＮＢＵ』と書かれたプレートが掛かっている。ていうか、ローマ字かよ。

　コンコン。姫華がノックすると、「どうぞ」と、若い女の人と思われる声が聞こえてきた。

　そして実際、部屋の中にいたのは二十代後半くらいの女性だった。なぜか、真っ赤なチャイナドレスを着ている。スリットから太ももが見えるのはいうまでもない。

　彼女は美人だったが、僕を見た途端、その整った顔を恐怖に歪ませた。身体をガクガクブルブル震わせながら、やはりガクガクブルブル震える指で僕を指差している。

「し、死体、怖い」

　彼女は腰を抜かして床に座り込み、その姿勢のまま下半身を尺取り虫のように動かして、逃げるように壁際まで後退した。目には涙がにじんでいる。

「この人がバンブーさん？」

　僕は姫華に尋ねた。だが姫華が答えるより先に、チャイナドレスの女性が悲鳴をあげる。

「きゃああああぁ！　し、死体が、喋ったあぁぁぁ！」

　ダムが決壊したかのように、彼女の目から涙があふれ出てきた。

　すると姫華は、ゴスロリドレスのポケットからペロペロキャンディーを取り出し、彼女に手渡す。

「バンブーさん、落ち着いて」

　バンブーさんと呼ばれた女性は、そのカラフルな飴を受け取ると、床に座ったまま、ちろちろとおいしそうに舐め始めた。

　どうやら、この人の精神年齢は見た目よりも低そうだ。

　姫華は、バンブーさんに向かって説明を始めた。

「アリ彦は死体じゃないの。ダブルセブンのメンバーになることを条件に殺すのを中止して、連れてきたの」

「え、そうだったの!?」

　バンブーさんは、床に両手をついて、僕に向かってペコペコと頭を下げた。

「失礼なことを言って、ごめんなさい。ごめんなさい」

「え、いや、別に、いいですけど」

　彼女が泣きながら謝るので、僕は頭を掻くしかない。

　しかしバンブーさんは、いつまでも謝っていた。

「ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい」

　それを姫華が中断させる。

「それより、バンブーさん」

「あ、そうでした」

　バンブーさんは立ち上がり、

「えーと」

　首をかしげて考え込むような仕草をしたあと、僕のほうを見た。

「この子がダブルセブンのメンバーになるってことは、オリーブちゃんのパートナーになるってことよね……」

　オリーブっていうのは、姫華のコードネームだったか。では、パートナーというのはなんだろう？　まあいいか。

　バンブーさんは思案顔で続ける。

「そうなると、部屋はオリーブちゃんと一緒でいいのかしら。でも、年頃の男の子と女の子が一緒ってのは……」

　すると姫華がパタパタと手を振り、

「ああ、それなら心配ないから。姫華とアリ彦は、もうハダカで抱き合ったことがあるくらいだからね」

　確かにそうだけど、ずいぶんと誤解を招きそうな言い方ではある。

　やはりと言うべきかなんと言うべきか、バンブーさんは顔を真っ赤にした。

「え、そうなの!?　最近の若い人は大胆なのね。男の人とハダカで抱き合うなんて、わたしでもまだしたことないのに……」

　両手を頬にあてて「ぽっ」となっている彼女に、姫華が言う。

「バンブーさんの性体験の話はいいから」

　性体験言うな。まるで僕と姫華が関係を持ったみたいじゃないか。

　バンブーさんははっとしたように、

「あ……そうだったわね。じゃあ、えーと、或彦くん、だったかしら。この『ダブルセブン』のメンバーにはコードネームがつけられることになっているの。なにがいいかしら」

「急に言われても」

　僕がとまどっていると、姫華が口を挟んできた。

「アリ彦の好きなものとかの名前にすれば？」

「僕の好きなものか……まあ、趣味はプラモとネットだけど」

　するとバンブーさんが、

「それならプラネットなんてどう？」

　と提案してきたので、僕は承諾した。

「じゃあ、会員証を発行するから、ちょっと待って」

　バンブーさんが、部屋の隅にあった機械をいじると、機械は一枚のカードを吐き出した。

『秘密組織ダブルセブン　星瓦或彦　コードネーム……プラネット』

　これ、姫華が持っていた名刺と同じものじゃないか。

　バンブーさんは僕にカードを手渡すと、

「これがあれば、この地下100階のお店で１割引でお買い物ができるわよ」

　店があるのかよ。それに、「これがあれば１割引」ってことは、これがなくても買い物はできるってことじゃないか。部外者が来てもいいのかよ。秘密組織なのに。

　あまりのいい加減さにあきれていると、姫華が僕の腕を引っ張った。

「とりあえず、部屋に行きましょ。ヒメカ眠いの」

　姫華の部屋の扉には、『ＯＲＩＢＵ』とローマ字で書かれたプレートが掛かっていた。

「バンブーさんが作ってくれたのよ」

　やっぱり。

　部屋の中は女の子らしく、ファンシーな感じだ。ダブルベッドとソファーに、クマのぬいぐるみが一匹ずつ鎮座している。

「ベッドはヒメカが使うからねっ！」

　姫華はゴスロリのドレスを着たまま、ベッドの上に身体を横たえた。よほど眠かったのだろう。僕が短冊を吊るした昨日の真夜中にやってきたわけだから、徹夜だったはずだ。無理もない。

　さて、僕も眠いので、ソファーで寝るか……と思ったら、姫華が僕のほうを見て、ちょっと恥ずかしそうに、

「抱き枕があると、嬉しいんだけどな……」

　えーと、それはつまり、僕に抱き枕になれということですか？

　姫華は僕の考えを読み取ったかのように、無言でうなずく。僕もうなずき返し、だまって彼女の隣に横になった。

　ぎゅうっと、姫華が僕を抱きしめてきた。

僕はまだ、しばらく眠ることはできそうにない。

僕を抱いて眠っていた姫華は、目を覚ますとシャワーを浴びにバスルームへと向かった。

「覗いたりしたら、抱き枕からバスタオルに降格させるわよ」

　望むところだ。

　僕は脱衣所に潜入した。浴室へ続く半透明の引き戸をそーっと開けて中を覗き込む。

　そこにあったのは、美の結晶だった。

　シャワーの湯が、姫華の体の滑らかな曲線をなぞるようにつたい落ちてゆく。小ぶりだが形のよい胸、桃のように丸いお尻、そしてすらりとした脚線美。姫華の全てが愛おしい。

　このように僕は、神によって創られた芸術を満喫していた。

　そのときだった。

「！」

　突然、視界を覆いつくす白。白。白。

　浴室はいまや、圧倒的な白色にまるごと包み込まれ、外からは中がどうなっているのかわからない。だが、これだけ白い煙が出てるってことは……火事!?

「姫華、無事か!?」

　僕は浴室に飛び込んだ。

「きゃっ、アリ彦、なにしてるのよ！」

「なにしてるのよ、じゃねーよ！　火事だぞ！　早く逃げないと」

　僕は姫華の手を引き、浴室から脱衣所までの１、２メートルをダッシュした。

「お風呂で火事になんてなるわけないでしょ」

　姫華はハダカのまま、腰に手をあててあきれたように言った。

「じゃあ、あの煙は……」

　僕が疑問を口にすると、姫華は、これだからバカは困る、と言わんばかりにため息をつき、

「これだからバカは困るわ」

「本当に言いやがった！」

　僕が思っていたことなど知らない姫華は、

「？」

　と首をかしげ、

「まあいいわ、あの煙は……」

　説明を始める。

「っていうか煙じゃなくて湯気。オートセキュリティシステムで、誰かがお風呂場を覗いたら湯気バリアが発動するの」

　湯気バリアって、アニメじゃないんだから。

「でも、このシステムには無駄な機能がついてるのよ。湯気を写さない特殊カメラで撮影した映像をＤＶＤにして売りさばくっていう。なにを考えてるのかしら」

　まさにアニメじゃないか。

「それより、アリ彦、覚悟はできてるでしょうね。バスタオルの刑よ」

　待ってました。

　僕は、バンザイ、と心の中で言って両手をあげた。それを見て姫華は、

「観念したようね」

　思わず笑いが漏れそうになるが、必死でこらえる。

「じゃあ、いくわよ」

　そう言うと、姫華は僕の身体に、自らの裸身をこすりつけてきた。少女の身体の表面に張り付いていた水分を、僕のパジャマが吸い取ってゆく。そして姫華が温かいシャワーを浴びて得た熱も、熱は温度の高いところから低いところに移動するという熱力学第二法則にしたがって僕の身体へと流し込まれている。だから僕の身体は熱い。いや、本当は、僕の体が熱いのはそんな理由じゃないのだが。

　姫華は思う存分僕で身体を拭くと、新しいドレスに着替え、

「今度覗いたら、足拭きマットだからねっ！」

　と言い残して部屋に戻った。

　なってみたい気もする。

　なにはともあれ、姫華のバスタオルにされた僕の身体に宿った熱は、当分冷めることはなかった。

　姫華のバスタオルにされた僕のパジャマはすっかり濡れてしまった。

　そこで僕もパジャマを脱いで、シャワーを浴びることにする。

「ふぅ。極楽極楽」

　とか言いながらシャワーを満喫したのち、脱衣所へ戻る。

　そこには、本来あるべきはずのものがなかった。

　バスタオルだ。脱衣所なのにバスタオルがない。

　そうか、姫華は最初から僕をバスタオルにするつもりで……

　まあ、それはいいとして、バスタオルがないと体が拭けない。そこで僕は姫華を呼んだ。

「姫華、ちょっとバスタオルになってくれないか」

　我ながらメチャクチャな要求だ。しかし姫華はあっさりと快諾した。

「いいわよ。ちょっと待ってて」

　返事ののち、どういうわけか衣擦れの音が聞こえてきた。

　これは……姫華が服を脱いでいるってことか！？　ハダカでバスタオルになってくれるのか？

「お待たせ」

　脱衣所に現れた姫華は、僕の期待に反して、セーターを着ていた。毛糸のズボンまではいている。

　こんなんで身体を拭いたら、静電気でビリビリじゃないか。どんな嫌がらせだ。

　でも、いまさら普通のバスタオルを持ってこいとか言ったら、姫華は普通のバスタオルを持ってきて、そいつで僕を絞殺するだろう。

　僕は感電する覚悟を決めて、姫華が着ているセーターに自分の身体を力いっぱいこすりつけた。

「うっ」

　案の定、静電気が僕を襲った。だが、僕のほかにも約１名、ダメージを食らっている人物がいた。

「あ……あァン」

　なまめかしい悲鳴をあげているのは、姫華だった。彼女はおそらく、毛糸のセーターとズボンの下にはブラジャーとパンツしか身につけていないはずだ。つまり肌の大部分が直接毛糸に触れている。静電気を浴びるのも当然だ。

「あァン……ビリビリ、いやァン」

　姫華は僕の腕の中で暴れ、逃げようとする。だが僕は彼女を放さない。

「姫華、お前は目覚めさせてしまったのだよ、僕の中に眠っていた、嗜虐心という名の衝動を」

「あひィッ、やめてェ、ていうかァン、アリ彦ォ、キャラ変わってェ……あァン」

　ツッコミを入れることもままならないようだ。

　僕は身体のすみずみまでしっかり拭いたのち、悶絶している姫華を解放した。

「しかし……」

　僕はあることに気がついた。

「服がないな。パジャマは濡れちゃったし……」

　すると姫華が、床に倒れこんだまま、恨めしげに僕を見上げて言った。

「まあ、そのパジャマは部屋に干して……」

　地下100階に日光は当たらないから、部屋に干すしかないよなあ。

「乾いたらアリ彦をアイロン台にしてアイロンをかければいいとして……」

　もしかして、怒ってる？　アイロン台は勘弁してくれ。

　姫華はようやく、おぼつかない足取りで立ち上がり、

「とりあえずこれを着なさい」

　タンスの引き出しから服を取り出した。

　スーパー戦隊マーケットレンジャー。略してＳＭレンジャー。

　タイムサービスの時間になると、たとえ悪の怪人と戦っている途中でも、スーパーに駆けつける困ったヒーローだ。スーパーに到着すると、怪人と戦うときには決して出さない本気を出して買い物客らを必殺技でなぎ倒し、割引された商品を買い占める。怪人が追いかけてくると、その商品を差し出して見逃してもらう。そして怪人が去ったのをしっかり確認したあとで、自分たちが怪人を追い払ったのだと威張り、不運にもその場に居合わせた人々に謝礼を要求するという、とんでもない奴らだ。

　ちなみに、怪人が追いかけてこなかったときは、安く買い占めた商品の値段を何倍にもつり上げて、押し売り同然に近くの買い物客らに売りつけて金儲けをしている。

　およそ僕が知るかぎりでは、最悪の自称正義の味方だ。

　そしていま僕が着ているＴシャツには、『スーパー戦隊マーケットレンジャー・トゥエルフスシーズン』という文字、そしてヘルメットと全身タイツに身を包んだ５人のヒーローの絵がかかれている。

「ていうか、トゥエルフスシーズンって、１２年も続いてるかよ、ＳＭレンジャー」

　シーズンは季節だから３ヶ月のような気もするが、この場合のシーズンは１年だ。ちなみに『１２』はトゥエルブだが、『１２番目の』はトゥエルブスではなくトゥエルフスというのにも注意が必要だ。どうでもいいが。

　それにしても、１２年も続くなんて並大抵のことではない。

「よっぽど流行ってるんだな」

　半ば感心し、半ばあきれて僕が言うと、姫華がＳＭレンジャーの人気の秘密を解説してくれた。

「自分の欲望に忠実に生きるヒーローの姿に、子供たちは共感しているらしいわよ」

「世も末だな」

　その子供たちが、将来ＳＭレンジャーみたいな身勝手な大人になると思うと、心配でならない。

　だが、僕は悠長に世の中の心配などしている場合ではなかった。

「ちょっと待て。それより問題は、どうして僕がこんなものを着ているかってことだ」

　こんなものとは、もちろんＳＭレンジャーのＴシャツである。だが、姫華に着せられたのはそれだけではなかった。

　戦隊ヒーローもののＴシャツに加え、半ズボン。麦わら帽子。虫取り網。虫カゴ。

「カブトムシでも取りに行けっていうのか」

　すると姫華はため息をついた。

「そんな簡単な願いなら、よかったんだけど……」

　願い？　そうか、僕はいまや、『ダブルセブン』のメンバーだ。七夕の夜、笹に吊るされた短冊に書かれた願いを叶えるのが仕事だ。カブトムシがほしい、って書いた短冊があれば、僕はカブトムシを捕まえに行かなければならない。

　しかし姫華の言葉から判断すると、僕はもっと難しい仕事をしなければならないようだ。

「カブトムシじゃなければ、オオクワガタとか？」

　オオクワガタは、かなり高い値段で売買されている。捕まえるのは容易ではなさそうだ。

　ところが姫華は首を振った。

「虫は関係ないの」

　じゃあなんだこの格好は。

「とりあえず子供っぽい格好って言ったらそれかなー、って。これをつければ完成よ」

　そう言って、姫華はタンスから真っ白な仮面を取り出した。目の周りは、フレームの赤いメガネのようになっている。

　これのどこが子供っぽいんだよ、と僕がツッコむ間もなく、姫華は僕の顔に仮面を嵌めた。

「そろそろ任務を始めるわよ、アリ彦……いいえ、任務のあいだは、別の名前で呼ぶことにしましょう」

　プラネットだったよな、コードネーム。

　ところが、姫華が僕につけた呼び名は、僕の予想の斜め上をいっていた。

「いまからあんたは、ショタ仮面よ」
